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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　ー：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標
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機関
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よるものを除く）

新たなHIV感染症（エイズ患者

数を含む）

（過去5年平均）

新興感染症時の発熱外来対応

医療機関数
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コロナ流行前の生活を取り戻している現況及び、コロナ対策により

過去５年程度種々の感染症の大きな流行がなかったことから、特

に保育園等で感染症が拡がりやすい状況にあるため、令和６年

度の見込み(４~９月実績×2.5倍)の45件を目標とした。

新型コロナの影響で検査数及びHIV感染者数も減少していたが、

検査数が新型コロナ以前に戻りつつある中で、感染者数の長期

的に推移を見ていく必要があることから、新型コロナ以前を含めた

過去５年平均を目標として設定した。

新興感染症発生時に、感染症のまん延が想定される流行初以

降の時期に対応する医療機関について、長野県感染症予防計

画において設定した目標値である720機関を目標とした。

①

②

③
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達成目標（☆印は主要目標） 年／

年度
数値

単

位

目標
年／

年度
数値

年／

年度
数値

直近３か年/年度分の状況
年／

年度
数値

事　業　名 感染症対策事業
部局 健康福祉部 課・室 感染症対策課

実施期間 S26 ～

達成

状況
目標値設定理由

R6年度

見込 推移

③新興感染症のまん延等への対応

単

位

R4年度 R5年度
No. 指標名

実績 実績 推移

R7年度

目標値

充実した医療・介護提供体制の構築

No.

1-5②

施策分野（施策の総合的展開名）

事業番号 05 08 01 事業改善シート（令和７年度実施事業分） ■当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　□点検

・感染症は、人類創世期以来の脅威として常にあり続けている。

・国際交流の活発化等により海外からの病原体の侵入を防ぐことには限界がある。

・感染症対策には、予防・治療・療養の体制確立が肝要であり、一律に隔離するといった対策の必要性は減少している。

・社会機能の維持のため、人権にも配慮しながら必要最小限度で感染症対策を実施する必要がある。

・加えて、新型コロナウイルス感染症の経験を活かし、新たな感染症が定期的に発生することを想定した対応を平時から備えていく必要

がある。

感染症の発生及びまん延を防止することにより、県民の公衆衛生の向上及び増進を図る。

①感染症の流行状況の調査及び公表

・新興感染症の発生及びまん延に備え、令和5年度に策定した感染症予防計画に基づき、平時からの備えを進める。

・新興感染症の発生等を把握した際、感染拡大を防止するため、積極的疫学調査の実施、入院勧告等の隔離措置といった対応を感

染症法に基づき迅速に行う。

・社会的な感染が長期化した場合は、予防・治療方法の確立に合わせ、社会経済活動の維持と感染拡大防止の両立を見据えた対

策を実施していく。

・【新】新興感染症発生時の医療提供体制を確保するため、医療措置協定締結医療機関が実施する施設・設備整備への補助を行

う。

・【新】新興感染症発生時の医療機関における個人防護具の需要急増に備え、県による個人防護具の備蓄を行う。

・【拡】新興感染症発生時の検査体制の強化及び急性呼吸器サーベイランスに対応するため、新たな検査機器を導入し、検査体制を

強化する。

・感染症の発生動向を把握するため、感染症法に基づき医療機関等から患者発生に係る情報を収集。

・感染症の流行に係る情報を県民に伝え、予防に努めていただくため、積極的疫学調査等によって得られた情報を分析し、公表。

②感染症に関する各種検査・相談事業や啓発事業の実施

・社会的影響が大きい結核、エイズ等の感染症について、県民の不安解消及び同感染症のまん延防止のため、保健所において検査及

び相談を受け付ける。

・エイズ等の感染症について、県民の注意を促すため、感染症の性質や感染経路等について啓発活動を行う。

E-mail kansen pref.nagano.lg.jp



６　事業コスト （単位：千円、人）

0

64.0

R6年度 1,097,129 383,670 481,674 1,962,473 434,549 12.0

R5年度 0 16,838,046 2,337,552 19,175,598 1,958,120 17,576,397

職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源

10.0
要求 691,090 691,090 503,998

区分

予算額

決算額

R7年度
予算案 ２月上旬公表予定



細事業を構成する主な取組

PCR検査体制強化事業

専門家懇談会設置事業

新興感染症検査体制集中整備事業

実施方法

直接

直接

8 風しん抗体検査事業

7 予防接種対策事業

6 感染症指定医療機関等補助事業

第一種、第二種感染症指定医療機関運営費補助金執行見込み：60,734千円

3

514,373

部局 健康福祉部 課・室 感染症対策課

令和７年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

新型コロナウイルス感染症について、医療機関における検査の患者自己負担分助

成及びゲノム解析の委託等を行う。

行政検査等件数：270件

新型コロナウイルス感染症の感染拡大や病原性が大きく異なる変異株が出現した

際に、専門的な助言や意見を聴くため、専門家懇談会を設置する。

年２回開催

【拡】急性呼吸器サーベイランスに必要な検査機器を導入するとともに、老朽化した

検査機器を計画的に更新し、新興感染症発生時の検査体制を強化する。

整備対象機器見込台数：９台

委託

直接

安心して妊娠、出産できる環境づくりに資するため、第一子の妊娠を希望する女性

を対象に、風しんの抗体検査を実施する。委託

検査実施検体数見込み：333件

委託
・予防接種により健康被害を受けた者に対し、医療費、障害年金等を負担する。

・骨髄移植等により免疫消失した児に対するワクチン再接種費用を助成する市町村

に対し、その費用の一部を負担する。

・予防接種センター事業を実施する。

・新型コロナワクチン接種相談センターを設置する。
補助金

負担金 ワクチン再接種費用補助件数見込み：９件

・第一種（1病院）、第二種（11病院）感染症指定医療機関の運営費に対し

ての補助を行う。

・【新】医療措置協定締結医療機関が実施する施設・設備整備への補助を行う。補助金

12

R7年度

当初予算

R6年度

当初予算

R5年度

当初予算

予算案

事　業　名 感染症対策事業

事業番号 05 08 01 細事業一覧（令和７年度実施事業分） ■当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　□点検

2

1

細事業

No.
細事業名

感染症対策事業

No.

1

要求

千円

14,566,432 198,597

千円 千円

２月上旬公表予定

感染症対策連携協議会事業

感染症の発生の予防及びまん延防止対策等に関する事項等について、有識者等

の意見を聴く「感染症対策連携協議会」を開催する。直接

年１回開催

4 感染症健康診断事業
健康診断用医薬材料の購入、感染症検査に係る施設・設備の整備等を行う。

直接

検査実施検体数見込み：635件

5 感染症入院医療費負担事業

直接 感染症患者を指定医療機関へ移送する体制を整備するとともに、入院医療費を公

費で負担する。委託

感染症法に基づく入院に係る医療費見込み：18,552千円

9
流行初期医療確保措置に係るシステ

ム運用保守事業

流行初期医療確保措置の事務を執行する支払基金及び国保連合会が構築する

システムの運用及び保守を行う。委託

ー

10 IHEAT研修事業

新興感染症発生時に増大する保健所業務を支援するIHEAT要員に対して研修を

実施する。直接

保健所における実践型訓練：年１回実施

11
新興感染症対応のための県による個

人防護具備蓄事業

委託 【新】新興感染症の発生に備え、感染症対応に必要な個人防護具の備蓄を県が

行う。直接

備蓄する個人防護具：サージカルマスク259,000枚、N95マスク6,500枚、アイソ

レーションガウン21,500枚、フェイスシールト゛13,500枚、非滅菌手袋298,000枚



2 結核予防技術者研修事業
結核業務に従事する保健所職員を研修に派遣する。

直接

派遣予定人数：３人

細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 結核予防総合事業

結核患者の服薬確認（DOTS）を徹底するため、服薬手帳を作成し、患者に配

布する。直接

作成予定部数：200部

結核特別対策事業
396 379

予算案 ２月上旬公表予定

要求 300

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R5年度

当初予算

R6年度

当初予算

R7年度

当初予算

結核定期病状調査事業

結核の二次感染等を防ぐため、結核登録者のうち病状把握が困難な者について、

医療機関等から登録履者の病状を把握する。直接

定期病状調査報告書作成見込み件数：200件

2 結核医療費負担事業
通院患者及び入院勧告患者に対して医療費の公費負担をする。

直接

医療費見込み：18,494千円

結核健診事業

直接 結核の疑いのある者の健診、結核治癒後の者の検診を実施するため、医薬材料の

購入及びエックス線撮影を実施する。委託

検査実施検体数見込み：850件

要求 44,724

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

令和７年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 感染症発生動向調査事業

感染症の発生状況を収集・分析するため、届け出医療機関への協力謝金や、環境

保全研究所で行う検査の医薬材料を購入する。直接

細事業

No.
細事業名

R5年度

当初予算

R6年度

当初予算

R7年度

当初予算

3 結核対策事業
51,835 48,503

予算案

4 予防接種後健康状況調査事業
予防接種後の被接種者の健康状況についての情報を収集する。

直接

調査協力予定医療機関数：12医療機関

２月上旬公表予定

要求 18,995

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R5年度

当初予算

R6年度

当初予算

R7年度

当初予算

2 感染症調査予防事業
18,640 18,532

予算案

No.

4

4

1

２月上旬公表予定

3 感染症健康診断等予防対策事業

インフルエンザ様疾患の集団発生の状況把握のため、環境保全研究所が行う検査

に係る医薬材料を購入する。直接

検査実施検体数見込み：1,000件

3 結核健康診断補助事業
私立学校及び私立施設が行う定期健康診断に要する費用について補助する。

補助金

健康診断実施事業者数見込み：156事業者

検査実施検体数見込み：897件

2 感染症流行予測調査事業

インフルエンザや麻しん・風しん等の感染症の流行予測を行うため、保健所が検査に

係る医薬材料を購入する。直接

検査実施検体数見込み：822件

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法



療養所訪問：年１回、２か所

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 ハンセン病対策事業

ハンセン病に関する正しい知識の普及や療養所施設の入所者への支援を図るた

め、社会交流（里帰り）事業や診療所訪問（2か所）を行う。直接

２月上旬公表予定

要求 216

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R5年度

当初予算

R6年度

当初予算

R7年度

当初予算

7 ハンセン病対策事業
216 216

予算案

医療費見込み：90,631千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 ウイルス肝炎対策事業

直接
・ウイルス肝炎診療協議会を開催するとともに、ウイルス肝炎患者の経済的負担軽

減を図るため、慢性肝炎、肝硬変及び肝がんの患者に対する医療費の一部を負担

する。

・肝疾患相談支援センター事業、ウイルス肝炎検査事業等を実施する。
委託

２月上旬公表予定

要求 107,969

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R5年度

当初予算

R6年度

当初予算

R7年度

当初予算

6 ウイルス肝炎対策事業
124,876 112,903

予算案

HIV、性器クラミジア、梅毒検査見込み件数：2,210件

医療従事者感染症対策研修会開催回数：１回

千円

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1
エイズ・性感染症相談・検査、普及啓

発事業

直接
・保健所が行うHIV等の性感染症の無料検査に係る医薬材料費を購入するととも

に、エイズ予防に関する啓発活動を行う。

・医療従事者感染症対策研修会を開催する。

・性器クラミジア感染症等検査及び医療機関等における針刺し事故発生時に使用

する抗HIV薬配備を行う。
委託

5 特定感染症（エイズ・性感染症）対策事業
4,424 4,540

予算案 ２月上旬公表予定

要求 4,513

千円 千円

細事業

No.
細事業名

R5年度

当初予算

R6年度

当初予算

R7年度

当初予算


